
倉敷市廃棄物減量等推進審議会委員　意見まとめ

種別 委員 意見

A 会長に一任します。

B 事業ごみ手数料値上げ賛成

C
①事業ごみ処理費用は受益者負担とすべきで，引き上げに全面的に賛成

②改定の是非が再燃する恐れから1回で断行した方が良い。

D
（事業ごみ手数料改定）

排出者の方々にアンケート実施等で実施可能時期を把握すべき

E

①事業ごみ手数料の値上げは真備町の復興後に

②３Rを４Rに変更することでごみの排出抑制を

③アリオ・イオンのフードコートの紙コップをプラスチックコップに

④レストランのメニューを選択可能にして値引きを

⑤子ども食堂に寄付を

⑥テイクアウト・レストランの飲食も消費税８％にすることでごみ減量を

F

（施策全般について）

アナウンス効果が低いので，ポスター掲示や地区回覧などで高齢者へも分か

りやすく周知を

G
（大規模排出事業者への指導について）

よい事例を拡大すべき

H

（施策についての意見）

①食ロスについて，事業系の一廃の削減を

②リサイクルフェアの評価を

③Ｌｅｔ’ｓスリムの改訂を

④大規模排出事業者への指導を積極的に

⑤事業ごみを市と連携し分別の改善を

⑥再生資源業者の与信調査を実施すべき

⑦事業系一廃許可の適正な業者数と品質の担保を

⑧処理困難物の適正な排出・周知を

⑨災害廃棄物について各種団体との協定の締結を

I

（事業系一般廃棄物について）

スーパーやドラッグストアにおける資源物（紙）の分別指導の徹底と回収形

態の構築が課題
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